
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
ダ
ム
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
の
ビ
オ
・
ラ
イ
フ 

マ
ダ
ム
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
の
朝
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
認
証
を
受
け

た
植
物
性
由
来
の
優
し
い
天
然
ソ
ー
プ
の
泡
立
ち
で
目
覚
め
、

ビ
オ
の
パ
ン
を
食
卓
に
並
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
ビ
オ
の
パ

ン
に
、
ビ
オ
の
ジ
ャ
ム
、
ビ
オ
の
ハ
ニ
ー
に
、
ビ
オ
の
マ
ス
タ

ー
ド
・
・
・
。
食
し
て
身
体
に
良
い
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
環

境
に
も
優
し
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
コ
ッ
ト
ン
や
キ
ャ
ン
ド
ル
を

愛
用
す
る
と
い
っ
た
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
イ
ル
の
暮
ら
し
を

実
践
し
て
い
る
。 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
ピ
ュ
ア
で
良
質
な
も
の
を
好
む

彼
女
の
嗜
好
が
生
み
出
し
た 

《
究
極
の
ビ
オ
ロ
ジ
ッ
ク
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
》、 

そ
れ
が
「
キ
ュ
ヴ
ェ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
」。 

 

モ
ル
ゴ
ン
村
に
隣
接
。
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
格
付
け
の 

中
で
も
ビ
オ
ロ
ジ
ッ
ク
、
平
均
樹
齢
５
０
年
の 

古
木
の
み
か
ら
造
ら
れ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
キ
ュ
ヴ
ェ

マ
ダ
ム
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
が
、
ブ
ル
ー
イ
ィ
村
近
く
の
田
舎
町

ブ
ラ
セ
で
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
あ
る
ヴ
ィ
ニ
ュ
ロ
ン
、
ヴ

ェ
ル
モ
レ
ル
家
に
嫁
い
だ
の
は
約
２
５
年
前
。
同
じ
く
ヴ
ィ
ニ

ュ
ロ
ン
で
あ
っ
た
実
家
の
隣
人
が
、
当
時
ま
だ
珍
し
い
ビ
オ
ロ

ジ
ッ
ク
栽
培
で
、
上
質
な
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

夫
に
も
提
言
し
た
。 

ラ
ー
ジ
ュ
格
付
け
。
さ
ら
に
、
そ
の
無
農
薬
有
機
栽
培
を
施

し
た
畑
の
中
で
も
、
ヴ
ィ
エ
イ
ユ
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ュ
の
葡
萄
の

み
を
使
用
。
凝
縮
感
に
優
れ
、
た
と
え
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
言
え

ど
も
、
酸
と
果
実
味
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
、
極
上
の
キ

ュ
ヴ
ェ
が
造
ら
れ
る
。 

 

ワ
イ
ン
市
場
に
お
い
て
、
時
に
表
層
的
と
も
見
受
け
ら
れ

る
、
「
自
然
派
」
と
い
う
言
葉
が
闊
歩
す
る
今
。
自
然
派
旋

風
に
煽
ら
れ
た
、
う
わ
べ
だ
け
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
志
向
と
は
異

な
る
、
幼
い
頃
か
ら
大
自
然
に
囲
ま
れ
て
育
ま
れ
た
マ
ダ

ム
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
の 

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
感
性
」
が
集
約
さ
れ
た
こ
の
１
本
。 

「
ワ
イ
ン
を
通
じ
て
、
自
然
と
共
存
す
る
こ
と
の
幸
せ
を
伝

え
た
い
」
と
い
う
彼
女
の
夢
は
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
畑
作
業

に
勤
し
み
、
ワ
イ
ン
造
り
に
情
熱
を
注
ぐ 

《
夫
の
手
》 

に
よ

手作業の蝋で固めた 

ワックスキャップを使用 

「自然環境に優しい」を信条に掲げ

る“エコ・マダム”、マルティーヌ夫

人。 

燃焼するとダイオキシンを発生させ

る塩化ビニール含有のキャップシー

ルは使用せず、昔ながらの「蝋キャ

ップ」を採用 手作業で１本ずつ封

究極のビオ・ヌーヴォー 

エコ・マダム”、マルティーヌ夫人が 

１本、１本、手作業で造る 

「キュヴェ・マルティーヌ」 

 Cuvée Martine 

Domaine de La Fully 
(ドメーヌ ドゥ ラ フュリー) 

Beaujolais Villages Nouveau 
“Cuvée Martine”   
小売価格 ¥5,000 
 
 



 

「
シ
ャ
ン
ボ
ン
」 

知
ら
れ
ざ
る
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
訪
ね
て

ベ
ル
ヴ
ィ
ル
の
街
を
南
下
し
て
、
ブ
ル
ー
イ

ィ
近
く
の
田
舎
町
ブ
ラ
セ
へ
。
さ
ら
に
西
へ

車
を
走
ら
せ
る
こ
と
１
５
分
。
ラ
・
フ
ュ
リ

ー
の
ド
メ
ー
ヌ
に
到
着
。
眩
し
い
ほ
ど
の
太

陽
の
下
、
野
生
の
ハ
ー
ブ
が
自
生
し
、
抜
け

る
よ
う
な
開
放
感
を
放
つ
。
畑
は
ま
る
で
ビ

オ
ら
し
く
、
健
康
的
な
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
満
ち
溢
れ
、
た
ま
ら
な
い
魅
力
を
感
じ
る
。

ド
メ
ー
ヌ
は
現
在
１
０
代
目
の
ヴ
ェ
ル
モ
レ

ル
夫
妻
が
営
む
。
１
０
０
年
の
歴
史
を
継
ぎ
、

ブ
ル
ー
イ
ィ
を
中
心
に
計
１
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
畑
を
所
有
す
る
。 

 

平
均
樹
齢
５
０
年
の
高
樹
齢 

「
自
然
に
即
し
、
葡
萄
の
命
の
リ
ズ
ム
を
１

本
の
ワ
イ
ン
に
刻
む
よ
う
な
、
純
度
の
高
い

ワ
イ
ン
を
造
り
た
い
。」
そ
れ
に
は
、
自
然
を

尊
重
す
る
ビ
オ
ロ
ジ
ッ
ク
以
外
に
な
か
っ

た
。
転
換
期
は
１
９
９
６
年
。
大
地
に
活
気

が
戻
り
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

さ
ら
に
引
き
出
し
た
。 

ブ
ル
ー
イ
ィ
に
近
い
た
め
、
土
壌
は
砂
質
の

多
い
粘
土
質
に
、
鉄
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
含

む
ゴ
ー
ル
土
壌
も
見
ら
れ
、
自
然
と
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
の
あ
る
葡
萄
が
生
ま
れ
る
。 

       

さ
ら
に
、
父
か
ら
受
け
継
い
だ
畑
は
、
ヴ
ィ

エ
イ
ユ
・
ヴ
ィ
ニ
ュ
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
。 

平
均
樹
齢
５
０
年
を
超
え
る
古
木
は
、
ワ
イ

ン
に
、
ガ
メ
イ
ら
し
か
ら
ぬ
奥
行
き
と
深
み

が
与
え
て
い
る
。 

 

Ｓ
Ｏ
２
添
加
量  

僅
か
２
０m

g
/
L
 

限
り
な
く
ピ
ュ
ア
で
優
し
い
味
わ
い 

手
積
み
に
よ
る
収
穫
。
醸
造
は
伝
統
的
な
マ

セ
ラ
シ
オ
ン
・
ボ
ジ
ョ
レ
ー
法
。
自
然
派
ら

し
く
、
Ｓ
Ｏ
２
も
例
年
僅
か
２
０m

g
/
L

に
留

め
て
い
る
。 

（
同
じ
く
自
然
派
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
パ
カ
レ

で
約 

４
０m

g
/
L

） 

ビ
オ
ロ
ジ
ッ
ク
で
、
日
々
、
畑
で
の
栽
培
管

理
を
し
っ
か
り
行
っ
て
お
り
、
葡
萄
に
病
害

が
発
生
し
に
く
く
、
健
全
な
葡
萄
が
収
穫
で

き
る
た
め
、
収
穫
前
に
雨
が
降
っ
た
り
、
天

候
に
左
右
さ
れ
な
い
限
り
、
収
穫
直
後
の
Ｓ

Ｏ
２
の
添
加
は
必
要
な
い
と
い
う
。 

２
０
０
７
年
か
ら
は
、
妻
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
の

思
い
を
込
め
た
、
完
全
な
ビ
オ
ロ
ジ
ッ
ク
に

よ
る
日
本
向
け
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
キ
ュ
ヴ
ェ
も

限
定
発
売
。 

更
な
る
高
み
に
達
し
た
今
年
の
フ
ュ
リ
ー
も

目
が
離
せ
な
い
。 
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